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新
庄
村
と
奈
良
県
葛
城
市
は
、
災

害
発
生
時
に
相
互
応
援
に
取
り
組
む

と
い
う
内
容
を
盛
り
込
ん
だ
包
括
連

携
協
定
を
締
結
し
ま
し
た
。

　

１
月
10
日
（
金
）
に
葛
城
市
で
実

施
し
た
締
結
式
に
は
、
村
か
ら
小
倉

村
長
、
新
庄
村
議
会
か
ら
稲
田
副
議

長
と
足
羽
総
務
委
員
長
が
出
席
し
ま

し
た
。

　

村
と
葛
城
市
の
一
部
で
あ
る
合
併

前
の
旧
新
庄
町
は
、
昭
和
61
年
に
友

好
自
治
体
の
盟
約
書
に
署
名
を
行
い
、

子
ど
も
の
相
互
訪
問
等
に
よ
る
交
流

を
行
っ
て
き
ま
し
た
。
葛
城
市
誕
生

後
は
交
流
が
希
薄
に
な
っ
て
い
ま
し

た
が
、
昨
年
度
か
ら
今
後
の
関
係
性

に
つ
い
て
協
議
を
続
け
、
両
自
治
体

と
も
に
も
う
一
度
つ
な
が
り
を
強
く

し
た
い
と
の
結
論
に
達
し
、
協
定
締

結
に
至
り
ま
し
た
。

　

締
結
後
の
記
者
会
見
に
お
い
て
小

倉
村
長
は
「
防
災
の
ほ
か
、
交
流
人

口
・
関
係
人
口
の
増
加
に
つ
な
が
る

こ
と
を
期
待
し
て
い
る
」
、
阿
古
葛

城
市
長
は
「
先
人
た
ち
が
続
け
て
き

た
交
流
を
今
後
も
大
切
に
し
た
い
」

と
今
後
の
関
係
性
に
対
す
る
期
待
を

述
べ
ま
し
た
。（総

務
企
画
課　

千
葉
）

　

１
月
22
日
（
水
）
に
消
防
委
員
会

を
開
催
し
、
消
防
団
か
ら
の
要
望
事

項
並
び
に
本
年
度
の
活
動
報
告
及
び

来
年
度
の
活
動
予
定
に
つ
い
て
の
審

議
を
行
い
ま
し
た
。

　

消
防
団
か
ら
は
、
通
常
は
活
動
服

内
に
着
用
し
、
夏
季
に
は
上
着
無
し

に
活
動
が
可
能
な
、
同
一
の
団
と
し

て
視
認
で
き
る
胸
・
背
プ
リ
ン
ト
入

り
の
団
員
用
Ｔ
シ
ャ
ツ
の
要
望
が
出

さ
れ
、
全
会
一
致
で
承
認
を
受
け
ま

し
た
。

　

会
議
に
お
い
て
、
「
年
式
の
古
い

可
搬
ポ
ン
プ
に
つ
い
て
は
廃
棄
も
含

め
て
整
理
を
検
討
す
べ
き
」
と
の
意

見
が
出
さ
れ
ま
し
た
。
協
議
の
結
果
、

条
例
に
基
づ
き
左
記
の
内
容
の
建
議

が
村
長
に
な
さ
れ
ま
し
た
。

①
消
防
団
は
保
有
す
る
全
て
の
可
搬

ポ
ン
プ
の
動
作
確
認
及
び
各
部
の

可
搬
ポ
ン
プ
の
必
要
数
の
確
認
を

行
う
こ
と
。

②
必
要
数
以
上
の
も
の
に
つ
い
て
は

地
区
の
理
解
を
得
た
上
で
、
役
場

の
手
続
き
で
払
い
下
げ
及
び
廃
棄

を
検
討
す
る
こ
と
。

（
総
務
企
画
課　

千
葉
）

　

１
月
16
日
に
村
長
が
岡
山
県
へ
、

村
道
田
浪
線
の
整
備
効
果
を
早
期
に

発
現
さ
せ
る
た
め
、
令
和
２
年
度
要

求
額
を
満
額
配
分
し
て
い
た
だ
く
よ

う
、
令
和
２
年
県
下
で
最
初
の
要
望

活
動
を
行
い
ま
し
た
。

（
産
業
建
設
課　

島
田
）

　

第
１
次
産
業
の
活
性
化
を
目
指
し
、

林
業
に
続
い
て
農
業
の
活
性
化
施
策

を
検
討
す
る
新
庄
村
土
管
理
セ
ン
タ

ー
産
業
振
興
部
会
（
通
称
：
新
庄
村

農
業
活
性
化
委
員
会
）
を
１
月
15
日

（
水
）
開
催
し
ま
し
た
。

　

儲
か
る
農
業
を
実
現
す
る
た
め
、

農
業
者
の
高
齢
化
や
担
い
手
不
足
、

耕
作
放
棄
地
の
増
加
等
様
々
な
課
題

を
解
消
す
べ
く
、
今
回
は
先
進
地
視

察
を
実
施
し
ま
し
た
。
視
察
先
は
早

く
か
ら
農
業
法
人
を
立
ち
上
げ
、
組

織
と
し
て
農
地
経
営
を
行
っ
て
い
る

日
南
町
の
（
財
）
日
南
町
産
業
振
興

セ
ン
タ
ー
と
江
府
町
の
（
財
）
奥
大

山
農
業
公
社
の
取
組
内
容
に
つ
い
て

お
話
を
お
伺
い
し
ま
し
た
。

　

高
齢
化
、
担
い
手
不
足
等
に
よ
り

営
農
困
難
な
農
家
の
作
業
受
託
を
行

う
と
と
も
に
、
自
ら
農
地
経
営
を
行

い
水
稲
や
梨
の
作
付
け
、
都
市
部
か

ら
農
業
研
修
生
の
受
け
入
れ
を
行
う

な
ど
様
々
な
面
か
ら
農
地
の
保
全
に

努
め
ら
れ
て
い
ま
し
た
。

　

農
業
活
性
化
委
員
会
で
は
今
回
の

視
察
研
修
を
受
け
、
地
域
の
農
業
を

守
る
た
め
農
業
法
人
の
立
ち
上
げ
に

向
け
て
協
議
を
進
め
て
い
く
こ
と
と

し
て
い
ま
す
。（産

業
建
設
課　

竹
本
）

　

１
月
29
日
（
水
）
ふ
れ
あ
い
セ
ン

タ
ー
に
て
、
新
庄
ふ
れ
あ
い
サ
ポ
ー

タ
ー
「
素
晴
夢
（
ス
バ
ラ
ー
ム
）
」

の
出
発
式
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

通
所
付
添
サ
ポ
ー
ト
事
業
と
は
、

運
転
が
で
き
な
い
方
や
、
体
が
弱
っ

て
外
出
が
困
難
に
な
っ
た
高
齢
者
を
、

サ
ロ
ン
な
ど
の
集
い
の
場
に
参
加
で

き
る
よ
う
、
住
民
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
が

主
体
と
な
っ
て
送
迎
を
行
う
事
業
の

こ
と
で
す
。

　

新
庄
村
で
は
、
本
年
１
月
か
ら
住

民
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
13
名
か
ら
な
る
、

新
庄
ふ
れ
あ
い
サ
ポ
ー
タ
ー
「
素
晴

夢
（
ス
バ
ラ
ー
ム
）」が
、
本
格
的
に

活
動
を
始
め
る
こ
と
と
な
り
ま
し
た
。 　

村
内
で
開
催
さ
れ
て
い
る
サ
ロ
ン

に
参
加
さ
れ
る
方
の
送
迎
を
、
１
日

１
０
０
円
の
利
用
料
で
行
い
ま
す
。

ま
た
、
送
迎
を
手
伝
っ
て
い
た
だ
け

る
住
民
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
も
広
く
募
集

し
て
い
ま
す
。

　

詳
し
く
は
、
役
場
住
民
福
祉
課
、

ま
た
は
新
庄
村
社
会
福
祉
協
議
会
ま

で
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

　

（
住
民
福
祉
課
渡
辺
）
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促
進
に
係
る
要
望
活
動

消
防
委
員
会
開
催

農
業
活
性
化
委
員
会

　
　
　
　
　
視
察
研
修

岡
山
県
通
所
付
添
サ
ポ
ー
ト
事
業

素
晴
夢（
ス
バ
ラ
ー
ム
）出
発
式
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１
月
12
日
（
日
）
、
真
庭
市
宮
芝

グ
ラ
ウ
ン
ド
・
や
ま
び
こ
グ
ラ
ウ
ン

ド
に
お
い
て
、
第
43
回
冬
季
真
庭
サ

ッ
カ
ー
大
会
が
開
催
さ
れ
、
新
庄
村

ジ
ュ
ニ
ア
ス
ポ
ー
ツ
ク
ラ
ブ
サ
ッ
カ

ー
ク
ラ
ブ
員
18
名
が
参
加
し
ま
し
た
。

　

こ
の
日
は
、
試
合
途
中
か
ら
冷
た

い
雨
が
降
り
、
子
ど
も
た
ち
に
と
っ

て
過
酷
な
状
況
の
中
、
新
庄
チ
ー
ム

は
、
低
学
年
の
部
と
高
学
年
の
部
に

出
場
し
ま
し
た
。

　

低
学
年
の
部
で
は
４
試
合
中
１
試

合
勝
利
す
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

低
学
年
な
ら
で
は
の
可
愛
ら
し
い
プ

レ
ー
に
、
保
護
者
の
方
々
は
笑
顔
で

応
援
し
て
い
ま
し
た
。

　

６
年
生
最
後
の
試
合
と
な
っ
た
高

学
年
の
部
で
は
、
久
世
Ｓ
Ｃ
・
米
来

チ
ー
ム
と
戦
い
ま
し
た
が
残
念
な
が

ら
勝
利
す
る
こ
と
は
で
き
ま
せ
ん
で

し
た
。
お
互
い
が
声
を
掛
け
な
が
ら

最
後
ま
で
プ
レ
ー
を
し
、
あ
き
ら
め

な
い
気
持
ち
を
も
っ
て
ボ
ー
ル
を
追

う
姿
に
、
子
ど
も
た
ち
の
成
長
を
感

じ
ま
し
た
。
こ
の
経
験
を
生
か
し
、

中
学
生
に
な
っ
て
も
粘
り
強
い
子
ど

も
た
ち
で
い
て
く
れ
る
こ
と
を
期
待

し
て
い
ま
す
。

　

保
護
者
の
皆
様
に
は
、
早
朝
よ
り

送
迎
や
熱
い
応
援
を
あ
り
が
と
う
ご

ざ
い
ま
し
た
。
ま
た
、
指
導
者
の
皆

様
に
は
、
会
場
準
備
か
ら
審
判
な
ど

大
変
お
世
話
に
な
り
ま
し
た
。

　

新
庄
村
ジ
ュ
ニ
ア
ス
ポ
ー
ツ
ク
ラ

ブ
で
は
、
新
規
ク
ラ
ブ
員
を
募
集
し

て
い
ま
す
。
興
味
の
あ
る
方
は
い
つ

で
も
体
験
、
見
学
に
お
越
し
く
だ
さ

い
。

　

参
加
を
希
望
さ
れ
る
方
は
、
ジ
ュ

ニ
ア
ス
ポ
ー
ツ
ク
ラ
ブ
事
務
局
（
多

久
間
）
ま
で
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

（
教
育
委
員
会　

多
久
間
）

冬
季
真
庭
サ
ッ
カ
ー
大
会

（4）令和2年2月20日発行第456号 広 報 新 庄（5）令和2年2月20日発行 第456号広 報 新 庄
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今
月
の
俳
句
　
（
新
庄
村
俳
句
教
室
よ
り
）

小
豆
煮
る
鏡
開
き
の
朝
仕
事 

三
鴨
　
浩
子

焼
き
芋
の
匂
い
包
め
ぬ
新
聞
紙 

南
亭
　
骨
太

着
ぶ
く
れ
て
世
に
う
と
く
と
も
生
き
る
な
り 

樋
口
　
正
直

令和２年４月採用

 新庄村職員採用試験を実施します
試  験  日　　令和２年３月８日（日）
試験会場　　新庄村役場
受付期間　　１月１５日（水）～２月２０日（木）
試験案内、申込書の配布場所　
　　　　　　新庄村役場総務企画課
　　　　　　新庄村のホームページからダウンロードできます

試験職種 採用予定人員

栄　 養 　士 １名

受験資格

昭和４９年４月２日以降に生まれ、栄養士
の資格又は管理栄養士の免許を持つ者及び
令和２年の春に栄養士の資格を取得見込み
の者又は国家試験で管理栄養士免許を取得
見込みの者

２
月
の
納
税

固
定
資
産
税　

（
４
期
）

国
保
税　
　
　

（
９
期
）

介
護
保
険
料　

（
９
期
）

後
期
高
齢
者
保
険
料
（
８
期
）

　
　

納
期
限　

３
月
２
日
（
月
）

年  

金  

相  

談

　

村
で
は
、
病
気
・
病
気
の
回
復
期

に
家
庭
の
都
合
に
よ
っ
て
保
育
・
見

守
り
が
困
難
な
場
合
に
保
護
者
に
代

わ
っ
て
お
子
様
の
保
育
・
見
守
り
を

行
う
病
児
保
育
事
業
を
実
施
し
て
い

ま
す
。

保
育
対
象

　

満
１
歳
か
ら
小
学
校
６
年
生
ま
で

の
子
ど
も

実
施
場
所

　

ふ
れ
あ
い
セ
ン
タ
ー
内

　
　
　

病
児
保
育
ス
ペ
ー
ス

出
生
届
　
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

＊
令
和
元
年
12
月
27
日

　
坂
本
　
栞
歩
（
浩
士
・
麻
美
）

　

「
戸
籍
の
動
き
」
へ
の
掲
載
希
望

に
つ
い
て
、
遠
慮
な
く
住
民
福
祉
課

ま
で
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

　
　
　
　

（
住
民
福
祉
課　

古
南
）

　

３
月
の
年
金
相
談
日
を
お
知
ら
せ

し
ま
す

日
　
時

　

３
月
12
日
（
木
）
10
時
〜
12
時

　
　
　
　
　
　
　
　

13
時
〜
15
時

　

３
月
26
日
（
木
）
10
時
〜
12
時

　
　
　
　
　
　
　
　

13
時
〜
15
時

場
　
所

　

真
庭
市
役
所
久
世
本
庁
舎

予
約
先

　

津
山
事
務
所 

お
客
様
相
談
室

　

０
８
６
８
|
３
１
|
２
３
６
０

　

＊
自
動
音
声
案
内
が
始
ま
り
ま
し

　
　

た
ら
①
番
を
押
し
、
次
に
②
番

　
　

を
押
し
て
く
だ
さ
い
。

　

※
相
談
内
容
を
把
握
す
る
た
め
、

　
　

前
日
ま
で
に
必
ず
予
約
を
お
願

　
　

い
し
ま
す
。

　

※
年
金
番
号
が
わ
か
る
も
の
と
、

　
　

本
人
確
認
が
で
き
る
免
許
証
、

　
　

保
険
証
な
ど
を
持
参
し
て
く
だ

　
　

さ
い
。
ま
た
、
代
理
の
場
合
は

　
　

委
任
状
が
必
要
で
す
。

　
　
　
　

（
住
民
福
祉
課　

古
南
）

病
児・病
後
児

　
　  

保
育
事
業
の
案
内

《
戸
籍
の
動
き
》

令
和
２
年
１
月
受
付
分

12月期の交通事故発生状況
村　　内

区　分
12月期 12月期 本年の累計本年の累計

真庭市内

0

0

0

0

件  数

死  者

重  傷

軽  傷

件

人

人

人

件

人

人

人

1

0

1

0

0

0

0

0

52

2

14

42

事
　
　
故

（総務企画課　寺下）

利
用
定
員

　

１
日　

２
名

利
用
料
金

　

１
日　

２
，
０
０
０
円

実
施
日
時

　

平
日
の
午
前
９
時
か
ら
午
後
５
時

ま
で
。
（
土
曜
日
、
日
曜
日
、
祝
日

及
び
年
末
年
始
は
休
み
）

利
用
登
録

　

こ
の
事
業
を
利
用
さ
れ
る
場
合
は

登
録
が
必
要
に
な
り
ま
す
。

　

登
録
は
１
年
に
１
回
し
て
い
た
だ

く
必
要
が
あ
り
ま
す
。

　

詳
し
く
は
窓
口
で
あ
る
役
場
住
民

福
祉
課
ま
で
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ

い
。

　
　
　
　

（
住
民
福
祉
課　

藤
井
）

し   

ほ
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整
骨
院
・
接
骨
院
で
施
術
を
受
け

た
場
合
、
健
康
保
険
の
対
象
に
な
る

場
合
と
、
な
ら
な
い
場
合
が
あ
り
ま

す
。

○
保
険
が
使
え
る
場
合

　

外
傷
性
の
骨
折
、
脱
臼
、
打
撲
及

び
捻
挫
等　

（
例
）
日
常
生
活
や
ス
ポ
ー
ツ
中
に

転
ん
で
膝
を
打
っ
た
り
、
足
首
を
ひ

ね
っ
た
り
し
て
、
急
に
痛
み
が
出
た

と
き

×
保
険
が
使
え
な
い
場
合

　

単
な
る
肩
こ
り
や
筋
肉
疲
労
、
神

経
痛
・
リ
ウ
マ
チ
・
ヘ
ル
ニ
ア
な
ど

慢
性
的
な
病
気
か
ら
く
る
痛
み
、
脳

疾
患
の
後
遺
症
な
ど
の
慢
性
病

（
※
施
術
は
受
け
ら
れ
ま
す
が
、
全

額
自
己
負
担
と
な
り
ま
す
）

《
注
意
事
項
》

①
負
傷
の
原
因
は
正
し
く
伝
え
ま
し

　

ょ
う
。

②
療
養
費
支
給
申
請
書
は
、
内
容
を

　

よ
く
確
認
し
、
必
ず
自
分
で
記

柔
道
整
復（
整
骨
院・接
骨
院
）

の
か
か
り
方

協
会
け
ん
ぽ
か
ら
の
お
知
ら
せ

賃
貸
住
宅
ト
ラ
ブ
ル

　
　
　
　
　
相
談
会
開
催

交
通
事
故
な
ど
で
国
保
の

保
険
証
を
使
う
場
合
は
、必
ず

届
出
を
お
願
い
し
ま
す

お
元
気
で
す
か
？

「
爪
が
割
れ
る
原
因
」

　

入
・
捺
印
し
ま
し
ょ
う
。

③
治
療
が
長
引
く
場
合
は
、
内
科
的

　

要
因
も
考
え
ら
れ
ま
す
。
医
師
の

　

診
断
を
受
け
ま
し
ょ
う

④
病
院
で
の
治
療
と
重
複
は
で
き
ま

　

せ
ん
。
病
院
と
同
じ
症
状
で
整
骨

　

院
や
接
骨
院
を
受
診
し
た
場
合
、

　

原
則
と
し
て
全
額
自
己
負
担
と
な

　

り
ま
す
。

　

皆
さ
ま
の
正
し
い
受
診
が
、
医
療

費
の
適
正
化
に
つ
な
が
り
ま
す
。
ご

協
力
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

　
　
　
　

（
住
民
福
祉
課　

小
畑
）

　

交
通
事
故
や
飲
食
店
で
の
食
中
毒

な
ど
、
第
三
者
の
行
為
に
よ
り
、
国

保
の
保
険
証
を
使
っ
て
医
療
機
関
の

治
療
を
受
け
た
場
合
は
、
必
ず
「
第

三
者
行
為
に
よ
る
傷
病
届
」
を
新
庄

村
役
場
住
民
福
祉
課
国
保
係
に
提
出

し
て
く
だ
さ
い
。

　

第
三
者
の
不
法
行
為
が
原
因
で
治

療
受
け
た
と
き
の
費
用
は
、
加
害
者

側
が
負
担
す
る
こ
と
が
原
則
で
す
が
、

国
保
を
使
っ
て
治
療
を
受
け
た
場
合
、

治
療
に
か
か
る
費
用
を
、
皆
さ
ん
に

納
付
し
て
い
た
だ
い
た
国
保
税
で
負

担
す
る
こ
と
に
な
っ
て
し
ま
い
ま
す
。

　

「
第
三
者
行
為
に
よ
る
傷
病
届
」

は
、
本
来
費
用
を
負
担
す
べ
き
第
三

者
に
対
し
、
国
保
税
で
負
担
し
た

（
立
て
替
え
た
）
費
用
を
請
求
す
る

た
め
に
必
要
な
書
類
で
す
。
提
出
が

必
要
な
書
類
等
は
、
住
民
福
祉
課
に

用
意
し
て
お
り
ま
す
の
で
、
お
問
い

合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

○
傷
病
原
因
の
お
尋
ね
に
つ
い
て
ご

協
力
く
だ
さ
い
。

　

第
三
者
行
為
を
発
見
す
る
た
め
、

村
で
も
点
検
を
行
っ
て
お
り
ま
す
。

第
三
者
行
為
が
疑
わ
れ
る
治
療
（
打

撲
や
骨
折
な
ど
）
が
見
つ
か
っ
た
場

合
、
ケ
ガ
や
病
気
の
原
因
を
、
電
話

や
文
書
で
お
問
い
合
わ
せ
さ
せ
て
い

た
だ
く
場
合
が
あ
り
ま
す
。
ご
面
倒

を
お
か
け
し
ま
す
が
、
何
卒
回
答
に

ご
協
力
く
だ
さ
い
。　
　

　
　
　
　

（
住
民
福
祉
課　

小
畑
）

　

健
康
保
険
料
率
は
引
き
下
げ
、
介

護
保
険
料
率
は
引
き
上
げ
の
見
通
し
。

　

協
会
け
ん
ぽ
は
、
中
小
企
業
等
で

働
く
従
業
員
と
そ
の
家
族
の
皆
様
が

加
入
す
る
健
康
保
険
で
す
。

　

令
和
２
年
３
月
分
（
４
月
納
付

分
）
か
ら
の
健
康
保
険
料
率
は
、

10
・
22
％
を
10
・
17
％
へ
引
き
下
げ
、

介
護
保
険
料
率
は
、
１
・
73
％
を

１
・
79
％
へ
引
き
上
げ
る
見
通
し
で

す
。

　

お
問
合
せ
は
、
協
会
け
ん
ぽ
岡
山

支
部
０
８
６
|
８
０
３
|
５
７
８
０

ま
で
。

　

岡
山
県
司
法
書
士
会
で
は
、
賃
貸

住
宅
ト
ラ
ブ
ル
に
関
す
る
電
話
・
面

談
相
談
会
を
開
催
し
ま
す
。

日
時

　

３
月
28
日
（
土
）

　

午
前
10
時
か
ら
午
後
３
時
ま
で

電
話
相
談

　

０
８
６
|
２
２
４
|
２
３
３
４

（
当
日
専
用
電
話
）

面
談
相
談
会
場

　

司
法
書
士
会
館
４
階

　
　

（
岡
山
市
北
区
駅
前
町　

　
　
　
　
　

２
丁
目
２
番
12
号
）

　

予
約
不
要
。
相
談
は
無
料
で
す
。

秘
密
は
厳
守
し
ま
す
。

　

問
い
合
せ
先
（
担
当
：
中
川
）

　

０
８
６
７
|
５
２
|
８
８
３
８

　

爪
が
割
れ
て
服
や
髪
に
引
っ
か
か

っ
て
し
ま
う
、
と
い
う
経
験
は
あ
り

ま
せ
ん
か
？
爪
が
割
れ
る
原
因
は
い

く
つ
か
あ
り
ま
す
が
、
今
回
は
２
つ

紹
介
し
ま
す
。

１
．
偏
っ
た
食
生
活

　

偏
っ
た
食
生
活
に
よ
り
、
爪
は
割

れ
や
す
く
な
り
ま
す
。
爪
は
た
ん
ぱ

く
質
で
で
き
て
い
ま
す
。
そ
の
た
ん

ぱ
く
質
を
十
分
に
取
っ
て
い
な
い
と
、

爪
自
体
が
弱
く
な
っ
て
し
ま
い
ま
す
。

他
に
も
爪
を
作
る
た
め
に
は
、
ビ
タ

ミ
ン
類
も
必
要
に
な
り
ま
す
。
偏
食

や
ダ
イ
エ
ッ
ト
な
ど
で
栄
養
が
不
足

し
て
し
ま
う
と
、
爪
に
栄
養
が
行
き

届
か
ず
割
れ
や
す
く
な
っ
て
し
ま
う

た
め
、
規
則
正
し
い
食
生
活
を
心
掛

け
ま
し
ょ
う
。

２
．
乾
燥

　

冬
は
皮
膚
は
も
ち
ろ
ん
、
爪
も
乾

燥
し
や
す
い
季
節
で
す
。
風
邪
予
防

等
で
手
を
洗
う
機
会
も
増
え
、
ア
ル

コ
ー
ル
消
毒
を
す
る
と
余
計
に
乾
燥

し
て
し
ま
い
ま
す
。
ま
た
、
食
器
用

洗
剤
な
ど
も
乾
燥
の
原
因
に
な
り
ま

す
。
爪
の
根
本
部
分
か
ら
ハ
ン
ド
ク

リ
ー
ム
を
塗
り
、
し
っ
か
り
保
湿
し

ま
し
ょ
う
。
ま
た
除
光
液
も
爪
の
乾

燥
を
促
進
さ
せ
て
し
ま
う
た
め
、
使

用
し
た
後
は
し
っ
か
り
保
湿
を
し
ま

し
ょ
う
。

　

他
に
も
爪
が
割
れ
や
す
く
な
っ
て

し
ま
う
病
気
も
あ
り
ま
す
。
急
に
割

れ
だ
し
て
生
活
に
支
障
を
き
た
す
場

合
は
、
病
院
で
見
て
も
ら
い
ま
し
ょ

う
。

　
　
　
　

（
住
民
福
祉
課　

大
塚
）
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整
骨
院
・
接
骨
院
で
施
術
を
受
け

た
場
合
、
健
康
保
険
の
対
象
に
な
る

場
合
と
、
な
ら
な
い
場
合
が
あ
り
ま

す
。

○
保
険
が
使
え
る
場
合

　

外
傷
性
の
骨
折
、
脱
臼
、
打
撲
及

び
捻
挫
等　

（
例
）
日
常
生
活
や
ス
ポ
ー
ツ
中
に

転
ん
で
膝
を
打
っ
た
り
、
足
首
を
ひ

ね
っ
た
り
し
て
、
急
に
痛
み
が
出
た

と
き

×
保
険
が
使
え
な
い
場
合

　

単
な
る
肩
こ
り
や
筋
肉
疲
労
、
神

経
痛
・
リ
ウ
マ
チ
・
ヘ
ル
ニ
ア
な
ど

慢
性
的
な
病
気
か
ら
く
る
痛
み
、
脳

疾
患
の
後
遺
症
な
ど
の
慢
性
病

（
※
施
術
は
受
け
ら
れ
ま
す
が
、
全

額
自
己
負
担
と
な
り
ま
す
）

《
注
意
事
項
》

①
負
傷
の
原
因
は
正
し
く
伝
え
ま
し

　

ょ
う
。

②
療
養
費
支
給
申
請
書
は
、
内
容
を

　

よ
く
確
認
し
、
必
ず
自
分
で
記

柔
道
整
復（
整
骨
院・接
骨
院
）

の
か
か
り
方

協
会
け
ん
ぽ
か
ら
の
お
知
ら
せ

賃
貸
住
宅
ト
ラ
ブ
ル

　
　
　
　
　
相
談
会
開
催

交
通
事
故
な
ど
で
国
保
の

保
険
証
を
使
う
場
合
は
、必
ず

届
出
を
お
願
い
し
ま
す

お
元
気
で
す
か
？

「
爪
が
割
れ
る
原
因
」

　

入
・
捺
印
し
ま
し
ょ
う
。

③
治
療
が
長
引
く
場
合
は
、
内
科
的

　

要
因
も
考
え
ら
れ
ま
す
。
医
師
の

　

診
断
を
受
け
ま
し
ょ
う

④
病
院
で
の
治
療
と
重
複
は
で
き
ま

　

せ
ん
。
病
院
と
同
じ
症
状
で
整
骨

　

院
や
接
骨
院
を
受
診
し
た
場
合
、

　

原
則
と
し
て
全
額
自
己
負
担
と
な

　

り
ま
す
。

　

皆
さ
ま
の
正
し
い
受
診
が
、
医
療

費
の
適
正
化
に
つ
な
が
り
ま
す
。
ご

協
力
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

　
　
　
　

（
住
民
福
祉
課　

小
畑
）

　

交
通
事
故
や
飲
食
店
で
の
食
中
毒

な
ど
、
第
三
者
の
行
為
に
よ
り
、
国

保
の
保
険
証
を
使
っ
て
医
療
機
関
の

治
療
を
受
け
た
場
合
は
、
必
ず
「
第

三
者
行
為
に
よ
る
傷
病
届
」
を
新
庄

村
役
場
住
民
福
祉
課
国
保
係
に
提
出

し
て
く
だ
さ
い
。

　

第
三
者
の
不
法
行
為
が
原
因
で
治

療
受
け
た
と
き
の
費
用
は
、
加
害
者

側
が
負
担
す
る
こ
と
が
原
則
で
す
が
、

国
保
を
使
っ
て
治
療
を
受
け
た
場
合
、

治
療
に
か
か
る
費
用
を
、
皆
さ
ん
に

納
付
し
て
い
た
だ
い
た
国
保
税
で
負

担
す
る
こ
と
に
な
っ
て
し
ま
い
ま
す
。

　

「
第
三
者
行
為
に
よ
る
傷
病
届
」

は
、
本
来
費
用
を
負
担
す
べ
き
第
三

者
に
対
し
、
国
保
税
で
負
担
し
た

（
立
て
替
え
た
）
費
用
を
請
求
す
る

た
め
に
必
要
な
書
類
で
す
。
提
出
が

必
要
な
書
類
等
は
、
住
民
福
祉
課
に

用
意
し
て
お
り
ま
す
の
で
、
お
問
い

合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

○
傷
病
原
因
の
お
尋
ね
に
つ
い
て
ご

協
力
く
だ
さ
い
。

　

第
三
者
行
為
を
発
見
す
る
た
め
、

村
で
も
点
検
を
行
っ
て
お
り
ま
す
。

第
三
者
行
為
が
疑
わ
れ
る
治
療
（
打

撲
や
骨
折
な
ど
）
が
見
つ
か
っ
た
場

合
、
ケ
ガ
や
病
気
の
原
因
を
、
電
話

や
文
書
で
お
問
い
合
わ
せ
さ
せ
て
い

た
だ
く
場
合
が
あ
り
ま
す
。
ご
面
倒

を
お
か
け
し
ま
す
が
、
何
卒
回
答
に

ご
協
力
く
だ
さ
い
。　
　

　
　
　
　

（
住
民
福
祉
課　

小
畑
）

　

健
康
保
険
料
率
は
引
き
下
げ
、
介

護
保
険
料
率
は
引
き
上
げ
の
見
通
し
。

　

協
会
け
ん
ぽ
は
、
中
小
企
業
等
で

働
く
従
業
員
と
そ
の
家
族
の
皆
様
が

加
入
す
る
健
康
保
険
で
す
。

　

令
和
２
年
３
月
分
（
４
月
納
付

分
）
か
ら
の
健
康
保
険
料
率
は
、

10
・
22
％
を
10
・
17
％
へ
引
き
下
げ
、

介
護
保
険
料
率
は
、
１
・
73
％
を

１
・
79
％
へ
引
き
上
げ
る
見
通
し
で

す
。

　

お
問
合
せ
は
、
協
会
け
ん
ぽ
岡
山

支
部
０
８
６
|
８
０
３
|
５
７
８
０

ま
で
。

　

岡
山
県
司
法
書
士
会
で
は
、
賃
貸

住
宅
ト
ラ
ブ
ル
に
関
す
る
電
話
・
面

談
相
談
会
を
開
催
し
ま
す
。

日
時

　

３
月
28
日
（
土
）

　

午
前
10
時
か
ら
午
後
３
時
ま
で

電
話
相
談

　

０
８
６
|
２
２
４
|
２
３
３
４

（
当
日
専
用
電
話
）

面
談
相
談
会
場

　

司
法
書
士
会
館
４
階

　
　

（
岡
山
市
北
区
駅
前
町　

　
　
　
　
　

２
丁
目
２
番
12
号
）

　

予
約
不
要
。
相
談
は
無
料
で
す
。

秘
密
は
厳
守
し
ま
す
。

　

問
い
合
せ
先
（
担
当
：
中
川
）

　

０
８
６
７
|
５
２
|
８
８
３
８

　

爪
が
割
れ
て
服
や
髪
に
引
っ
か
か

っ
て
し
ま
う
、
と
い
う
経
験
は
あ
り

ま
せ
ん
か
？
爪
が
割
れ
る
原
因
は
い

く
つ
か
あ
り
ま
す
が
、
今
回
は
２
つ

紹
介
し
ま
す
。

１
．
偏
っ
た
食
生
活

　

偏
っ
た
食
生
活
に
よ
り
、
爪
は
割

れ
や
す
く
な
り
ま
す
。
爪
は
た
ん
ぱ

く
質
で
で
き
て
い
ま
す
。
そ
の
た
ん

ぱ
く
質
を
十
分
に
取
っ
て
い
な
い
と
、

爪
自
体
が
弱
く
な
っ
て
し
ま
い
ま
す
。

他
に
も
爪
を
作
る
た
め
に
は
、
ビ
タ

ミ
ン
類
も
必
要
に
な
り
ま
す
。
偏
食

や
ダ
イ
エ
ッ
ト
な
ど
で
栄
養
が
不
足

し
て
し
ま
う
と
、
爪
に
栄
養
が
行
き

届
か
ず
割
れ
や
す
く
な
っ
て
し
ま
う

た
め
、
規
則
正
し
い
食
生
活
を
心
掛

け
ま
し
ょ
う
。

２
．
乾
燥

　

冬
は
皮
膚
は
も
ち
ろ
ん
、
爪
も
乾

燥
し
や
す
い
季
節
で
す
。
風
邪
予
防

等
で
手
を
洗
う
機
会
も
増
え
、
ア
ル

コ
ー
ル
消
毒
を
す
る
と
余
計
に
乾
燥

し
て
し
ま
い
ま
す
。
ま
た
、
食
器
用

洗
剤
な
ど
も
乾
燥
の
原
因
に
な
り
ま

す
。
爪
の
根
本
部
分
か
ら
ハ
ン
ド
ク

リ
ー
ム
を
塗
り
、
し
っ
か
り
保
湿
し

ま
し
ょ
う
。
ま
た
除
光
液
も
爪
の
乾

燥
を
促
進
さ
せ
て
し
ま
う
た
め
、
使

用
し
た
後
は
し
っ
か
り
保
湿
を
し
ま

し
ょ
う
。

　

他
に
も
爪
が
割
れ
や
す
く
な
っ
て

し
ま
う
病
気
も
あ
り
ま
す
。
急
に
割

れ
だ
し
て
生
活
に
支
障
を
き
た
す
場

合
は
、
病
院
で
見
て
も
ら
い
ま
し
ょ

う
。

　
　
　
　

（
住
民
福
祉
課　

大
塚
）



　

平
成
31
年
度
の
締
め
く
く
り
、
そ

し
て
令
和
２
年
度
の
計
画
等
、
総
会

開
催
に
向
け
て
の
準
備
が
多
忙
と
な

る
季
節
が
や
っ
て
き
ま
し
た
。
提
出

を
要
す
る
書
類
も
あ
り
ま
す
の
で
、

計
画
的
に
作
業
を
進
め
て
い
た
だ
き

ま
す
よ
う
、
よ
ろ
し
く
お
願
い
い
た

し
ま
す
。

　

３
月
の
予
定

18
日　

美
作
地
区
老
人
ク
ラ
ブ
連
合

　
　
　

会
会
長
・
事
務
局
合
同
会
議

　
　
　

（
勝
央
町
）

27
日　

令
和
２
年
度
会
員
数
報
告
期

　
　
　

限

　

４
月
の
予
定

15
日　

補
助
金
関
係
書
類
提
出
期
限

　
昨
年
10
月
か
ら
12
月
の
期
間
に
お

い
て
実
施
し
た
、
赤
い
羽
根
共
同
募

金
に
ご
協
力
い
た
だ
き
あ
り
が
と
う

ご
ざ
い
ま
し
た
。

　

皆
様
の
暖
か
い
お
心
に
よ
り
多
く

の
募
金
が
寄
せ
ら
れ
、
募
金
総
額
は

１
７
９
，
０
０
８
円
と
な
り
ま
し
た
。

　
◆
募
金
額
内
訳
◆

【
戸
別
募
金
】
１
３
４
，
０
０
０
円

【
協
力
店
募
金
】
　
３
，
３
５
８
円

【
職
域
募
金
】
　
４
１
，
６
５
０
円

　

節
分
交
流
会

　

２
月
４
日
、
ふ
れ
あ
い
セ
ン
タ
ー

大
ホ
ー
ル
で
、
一
年
間
の
無
病
息
災

を
願
い
、
保
育
園
児
、
デ
イ
サ
ー
ビ

ス
、
さ
く
ら
の
里
利
用
者
と
節
分
交

流
会
を
行
い
ま
し
た
。

　

保
育
園
児
は
そ
れ
ぞ
れ
の
手
作
り

の
お
面
を
か
ぶ
り
、
歌
と
踊
り
を
披

露
し
て
く
れ
ま
し
た
。
そ
の
後
、
鬼

が
登
場
し
、
泣
き
出
す
子
供
達
も
い

ま
し
た
が
、
今
年
は
「
ふ
れ
あ
い
戦

老
人
ク
ラ
ブ
連
合
会
の
活
動

令
和
元
年
度

赤
い
羽
根
共
同
募
金
集
計
報
告

社
協
だ
よ
り

理
想
の
福
祉
を
目
指
し
て

jjjj

jjjj

j
j
j
j
j
j
j
j
j
j
j
j
j
j
j
j
j
j
j
j
j
j
j
j
j
j
j
j
j
j
j
j
j
j

j
j
j
j
j
j
j
j
j
j
j
j
j
j
j
j
j
j
j
j
j
j
j
j
j
j
j
j
j
j
j
j
j
j

社
協
へ
の
お
問
い
合
わ
せ

　

５
６―

２
０
０
１

隊　

シ
ン
ジ
ョ
ウ
ジ
ャ
ー
」
と
い
う

ヒ
ー
ロ
ー
が
登
場
し
、
子
供
達
も
大

興
奮
。
子
供
達
、
利
用
者
様
と
一
体

に
な
り
鬼
退
治
を
す
る
こ
と
が
で
き

ま
し
た
。
「
子
供
達
が
と
っ
て
も
可

愛
い
な
ぁ
」
と
、
保
育
園
児
と
握
手

を
し
て
い
る
利
用
者
様
の
笑
顔
も
と

て
も
素
敵
で
し
た
。

　

短
い
時
間
で
し
た
が
、
み
ん
な
で

記
念

写
真

も
撮

る
こ

と
が

で
き
、

笑
い

あ
り
、

涙
あ

り
の

と
て

も
楽

し
い

時
間
を
過
ご
す
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

　

利
用
者
様
が
今
年
一
年
を
楽
し
く

健
康
に
過
ご
し
て
い
た
だ
け
る
よ
う

に
、
色
々
な
活
動
に
取
り
組
ん
で
い

き
た
い
と
思
い
ま
す
。

　１月23日（木）に不審者対応避難訓練と防犯
教室がありました。
　岡山県警スクールサポーターの方に不審者
の役をしていただき、２年生教室から侵入する
設定で行いました。２年生はもちろん、ほかの教
室の児童も先生の指示や放送を受けて真剣な
面持ちで避難していました。
　避難訓練後、全校児童を対象に音楽室で防
犯教室を行いました。スクールサポーターの方と
駐在所の連佛さんを講師に、下校途中に知らない人に声をかけられたときの対処について学
習しました。危険を感じたらその場を早く離れること、大きな声を出すこと、出せないときは防犯
ブザーを使うことなど実際の場面を想定した対処法が学べました。
　登下校中の防犯対策は学校だけでは成り立ちません。今後とも、地域と学校が一体となっ
て子どもたちを守り、育てていきましょう。

（新庄小学校　岡田）

　１月27日（月）に新庄中学校の１･２年生が、受験
を控えた３年生を応援する会『３年生応援プロジェ
クト』を行いました。新執行部が中心となり、１･２年生
全員で放課後などに作った高校合格祈願のお守り
を贈りました。ラグビーボールの形に『ONE TEAM
（ワンチーム）』の文字を刺繍しています。昨年のラグ
ビーワールドカップで日本代表がチームスローガンと
していた言葉です。今まで先輩として新庄中学校を
リードし先頭に立って生徒会活動や学校行事を進
めてきた３年生を応援したいという想いが込められて
います。
　また、新庄村からは、合格祈願のお札とひめのも
ちを大野厚吉副村長からいただきました。「粘り強く
がんばってほしい」「村をあげて応援している」「将
来を期待している」という想いが込められています。 
　それぞれが、多くの皆様の応援を力にして進路決
定に向けて頑張ってくれるものと思います。

（新庄中学校　河井）

小学校だより小学校だより 不審者対応訓練不審者対応訓練

３年生応援プロジェクト３年生応援プロジェクト中学校だより中学校だより
～心をこめて～
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平
成
31
年
度
の
締
め
く
く
り
、
そ

し
て
令
和
２
年
度
の
計
画
等
、
総
会

開
催
に
向
け
て
の
準
備
が
多
忙
と
な

る
季
節
が
や
っ
て
き
ま
し
た
。
提
出

を
要
す
る
書
類
も
あ
り
ま
す
の
で
、

計
画
的
に
作
業
を
進
め
て
い
た
だ
き

ま
す
よ
う
、
よ
ろ
し
く
お
願
い
い
た

し
ま
す
。

　

３
月
の
予
定

18
日　

美
作
地
区
老
人
ク
ラ
ブ
連
合

　
　
　

会
会
長
・
事
務
局
合
同
会
議

　
　
　

（
勝
央
町
）

27
日　

令
和
２
年
度
会
員
数
報
告
期

　
　
　

限

　

４
月
の
予
定

15
日　

補
助
金
関
係
書
類
提
出
期
限

　
昨
年
10
月
か
ら
12
月
の
期
間
に
お

い
て
実
施
し
た
、
赤
い
羽
根
共
同
募

金
に
ご
協
力
い
た
だ
き
あ
り
が
と
う

ご
ざ
い
ま
し
た
。

　

皆
様
の
暖
か
い
お
心
に
よ
り
多
く

の
募
金
が
寄
せ
ら
れ
、
募
金
総
額
は

１
７
９
，
０
０
８
円
と
な
り
ま
し
た
。

　
◆
募
金
額
内
訳
◆

【
戸
別
募
金
】
１
３
４
，
０
０
０
円

【
協
力
店
募
金
】
　
３
，
３
５
８
円

【
職
域
募
金
】
　
４
１
，
６
５
０
円

　

節
分
交
流
会

　

２
月
４
日
、
ふ
れ
あ
い
セ
ン
タ
ー

大
ホ
ー
ル
で
、
一
年
間
の
無
病
息
災

を
願
い
、
保
育
園
児
、
デ
イ
サ
ー
ビ

ス
、
さ
く
ら
の
里
利
用
者
と
節
分
交

流
会
を
行
い
ま
し
た
。

　

保
育
園
児
は
そ
れ
ぞ
れ
の
手
作
り

の
お
面
を
か
ぶ
り
、
歌
と
踊
り
を
披

露
し
て
く
れ
ま
し
た
。
そ
の
後
、
鬼

が
登
場
し
、
泣
き
出
す
子
供
達
も
い

ま
し
た
が
、
今
年
は
「
ふ
れ
あ
い
戦

老
人
ク
ラ
ブ
連
合
会
の
活
動

令
和
元
年
度

赤
い
羽
根
共
同
募
金
集
計
報
告

社
協
だ
よ
り

理
想
の
福
祉
を
目
指
し
て
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社
協
へ
の
お
問
い
合
わ
せ

　

５
６―

２
０
０
１

隊　

シ
ン
ジ
ョ
ウ
ジ
ャ
ー
」
と
い
う

ヒ
ー
ロ
ー
が
登
場
し
、
子
供
達
も
大

興
奮
。
子
供
達
、
利
用
者
様
と
一
体

に
な
り
鬼
退
治
を
す
る
こ
と
が
で
き

ま
し
た
。
「
子
供
達
が
と
っ
て
も
可

愛
い
な
ぁ
」
と
、
保
育
園
児
と
握
手

を
し
て
い
る
利
用
者
様
の
笑
顔
も
と

て
も
素
敵
で
し
た
。

　

短
い
時
間
で
し
た
が
、
み
ん
な
で

記
念

写
真

も
撮

る
こ

と
が

で
き
、

笑
い

あ
り
、

涙
あ

り
の

と
て

も
楽

し
い

時
間
を
過
ご
す
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

　

利
用
者
様
が
今
年
一
年
を
楽
し
く

健
康
に
過
ご
し
て
い
た
だ
け
る
よ
う

に
、
色
々
な
活
動
に
取
り
組
ん
で
い

き
た
い
と
思
い
ま
す
。

　１月23日（木）に不審者対応避難訓練と防犯
教室がありました。
　岡山県警スクールサポーターの方に不審者
の役をしていただき、２年生教室から侵入する
設定で行いました。２年生はもちろん、ほかの教
室の児童も先生の指示や放送を受けて真剣な
面持ちで避難していました。
　避難訓練後、全校児童を対象に音楽室で防
犯教室を行いました。スクールサポーターの方と
駐在所の連佛さんを講師に、下校途中に知らない人に声をかけられたときの対処について学
習しました。危険を感じたらその場を早く離れること、大きな声を出すこと、出せないときは防犯
ブザーを使うことなど実際の場面を想定した対処法が学べました。
　登下校中の防犯対策は学校だけでは成り立ちません。今後とも、地域と学校が一体となっ
て子どもたちを守り、育てていきましょう。

（新庄小学校　岡田）

　１月27日（月）に新庄中学校の１･２年生が、受験
を控えた３年生を応援する会『３年生応援プロジェ
クト』を行いました。新執行部が中心となり、１･２年生
全員で放課後などに作った高校合格祈願のお守り
を贈りました。ラグビーボールの形に『ONE TEAM
（ワンチーム）』の文字を刺繍しています。昨年のラグ
ビーワールドカップで日本代表がチームスローガンと
していた言葉です。今まで先輩として新庄中学校を
リードし先頭に立って生徒会活動や学校行事を進
めてきた３年生を応援したいという想いが込められて
います。
　また、新庄村からは、合格祈願のお札とひめのも
ちを大野厚吉副村長からいただきました。「粘り強く
がんばってほしい」「村をあげて応援している」「将
来を期待している」という想いが込められています。 
　それぞれが、多くの皆様の応援を力にして進路決
定に向けて頑張ってくれるものと思います。

（新庄中学校　河井）

小学校だより小学校だより 不審者対応訓練不審者対応訓練

３年生応援プロジェクト３年生応援プロジェクト中学校だより中学校だより
～心をこめて～
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      （保育所　山田）

　いつもより暖かいとは言え、冬まっただ中。
　インフルエンザの流行も心配されます。手洗い・
うがい・バランスのとれた食事など規則正しい生活
を心掛け、今年も元気にふるさと新庄の冬を楽しみ
たいと思います。

◎とんどさん
　　１月１５日（水）
　今年の目標やお願いを絵で描いたり、年長児は
書初めで自分の名前を書いたりしてとんどさんの火
で燃やし、今年１年の無病息災を願いました。

◎節分参観日　　　　　　　　　　
　　２月３日（月）
　親子で鬼のお面を作り、節分行事に参加しました。
お話しを聞いた後、親子で豆まき‼「鬼は外！福は
内！」の元気な声が園庭に響きました。
　続いて餅つきを見学しました。「がんばれ～」の
声援や「も～ちつきぺったんこ　ぺったんぺったん
ぺったんこ♪」の歌に合わせてのお餅つき‼ 汗をか
きながら、お父さん方が頑張って餅つきをしてくださ
りありがとうございました。

　つきたてのお餅は、お雑煮・きな粉餅・焼餅にし
て「ひめのもち」の美味しさを存分に味わいながら
いただきました。
　みんなで元気に鬼を払ったので今年も楽しいこ
とがいっぱい、笑顔がいっぱいの１年になることで
しょう‼

☆感想をご紹介します☆
◎ありがとうございました。可愛い鬼ができ

て、外でも豆まきができて、久しぶりに走りま

した。楽しかったです‼

◎餅つきを近くで見れ、つきたての餅をたくさ

んいただいて大人も子どもも大満足でした。

◎保育園でのびのび生活する子どもの様子が

見られて良かったです。豆まきは当てる方も

逃げる方もとっても楽しそうでした。できた

ての杵つき餅は格別に美味しかったです。

保育所だより保育所だより 今年も元気に・・・！
  　無病息災・福を招く行事
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